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Etching characteristics and thermal neutron sensitivity have been studied for two types 

of solid state track detectors: LR 115， type 2B stripping (LR-B) and CA 80-15 Type B (CA 

-B)， prepared by Kodak-Pathe， France. The detectors were irradiated with neutrons in the 

Kyoto University Reactor or the Kinki University Reactor. The experiment proved that opti-

mum etching times for the LR-B and CA-B film， respectively， were 45-60 and 30-60 minutes 

with 10% NaOH， 60oC; and 90-120 and 15-30 minutes with 30% NaOH， 50oC. Under these 

optimum etching conditions and times， the sensitivities for visual counting were found to be 

(2.1士0.2)X 10-3 and (1.9士0.1)X 10-3 for the LR-B and CA-B detectors，日respectively.The 

spark counting sensitivity of the LR-B detector was found to be (1.9土0.1)X 10-4 under 

etching condition of 30% NaOH， 50oC， and a time of 180 minutes. 1t was found that back-

ground spark conuts of the LR-B film were reduced remarkably by heat treatment at 1000C 

for 5hrs， which made it possible to detect a dose equivalent of 5 x 10-6 Sv (0.5 mrem) for 

thermal neutrons. 
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1. 緒 -=-
F司

検出器を得るためには，核反応断面積の大きな核種を

高密度i乙含む物質を核反応で放出される重荷電粒子の

飛程よりも厚い届にして固体に近接させ，そうした核

中性子線量測定を目的とした固体飛跡検出器におい 種をすでに高密度に含む固体を選び，またはそうした

ては，中性子によって誘発され，重荷電粒子を放出す 核種を新たに高濃度に溶解させた固体を調製する必要

る核反応とその粒子の飛跡を検出する固体を適切に選 がある。

択し，組み合わせる必要がある。感度の高い固体飛跡 低速の中性子をそのまま，または高速もしくは中速
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鶴田:棚酸リチウム塗布硝酸セルロースフィルムによる中性子線量測定

の中性子を減速してから検出しようとする場合、 10B 

と・Li はその核反応断面積の大きさから特K注目す

べき核種である。天然刀醐素中の 1
0Bの害在比は

19.8%， 10B (n，α) 7Li反応の熱中性子に対する断面

積は 3840barnである。

lOB+n_ー「・+α+7Li+2.78MeV (6.4%) 

......α+7~i+2.30 MeV (93.6%) 

lー."TLi+r(0.48 MeV) 

乙乙で生じる α粒子と 7Li粒子のエネルギーは次の

とおりである。

α……1.77 MeV (6.4%)， 1.47MeV (93.6%) 

7Li..….1.01 MeV (6.4%)， 0.83MeV (93.6%) 

天然のリチウム中の 6Liの寄在比は7.4%，dLi (n，α) 

3H反応の熱中性子に対する断面積は 940barnであ

る。

6Li+nー→α+3H+4.78MeV (100%) 

こ乙で生じる α粒子と 3H粒子のエネルギーはそれぞ

れ次のとおりである。

α…… 2.05 MeV 

3H…… 2.73 MeV 

上記 10Bおよび 6Liの (n，α)断面積は 0.01eVか

ら 100keVまでの広い範囲にわって中性子の速度の

逆数，すなわち l/vI乙比例している。

乙れら 10Bと 6Liの両核種を含む物質である班酸

リチウムは中性子から重荷電粒子へのコンパーターと

して最適な物質のひとつである。中性子の検出を目的

として，この弼酸リチウムを水溶性の結合材に分散さ

率，エッチピット成長過程，最適エッチング時間，中

性子感度，測定可能線量範囲等の基本的特性を調べる

ことi乙し?こ。

11. 実験材料および実験方法

L 国体飛跡検出器

中性子の検出を目的として， フランス Kodak-

Pathe社で開発され， 市販されている 2種類の固体

飛跡検出器を使用した。各々の検出器の構造，各構成

材料の厚さおよび色を Fig.lI乙示す。

Base (colorless) 

Fig. 1 Two types of cel1ulose nitrate films 
coated with lithium borate. (Unit of 
thicknessμm) 
(1) LR 115， type 2B stripping 
(2) CA 80-15 Type B 

せ，硝酸セルロースフィルムに塗布した固体飛跡検出 LR 115， type 2B stripping (以下， iLR-BJとい

器が開発きれ，市販されている。 う。)は， 厚き約 100μmの無色・透明なポリエステ

硝酸セルロース樹脂は，約 0.1MeVから 3---4M ルベースの片側に厚き 14土2μmの濃赤色で透明度の

eVまでのα粒子および約 0.1MeVから約 18MeV ある硝酸セルロースフィルムを密着きせ，その上から

までの 7Li粒子の飛跡を生成させる能力を持つり2)。 棚酸リチウムを約 50μmの厚さに塗布したものであ

しかしながら 3Hが飛跡を生成させる能力を持つか る。 20x60cmの大きさの検出器が10枚， 1箱に入っ

苔かは不明である。結合材中で発生した 7Li， αおよ て供給される。醐酸リチウム層は水溶性で，検出器を

ぴ3H粒子は，結合材中で減速され，その発生エネル 流水の下に置くことによって容易に流し去ることがで

ギーから oMeVまでの広いエネルギースペクト Jレ きる。フィルムは常温の水の中でベースから容易l乙剥

を持ち，さまざまの方向から硝酸セルロースフィルム 離させることができる。

l乙入射する。 乙の内，エネlレギーが 0.1MeVを超 CA 80-15 Type B (以下， iCA-BJ という。)

え，入射方向とフィルム表面のなす角度が臨界角3)を は，厚さ約 100μmの淡赤色で透明な硝酸セルロース

超える 7Li およびα粒子は少くとも飛跡を生成する フィルムの両面IL.，各々約 90μmの厚きに捌酸リチ

ことになる。 ウムを塗布したものである。 9x25cmの大きさの検

上記，市販製品の製造会社は各々の製品l乙その用 出器が25枚 1箱に入って供給される。 LR-Bの場

途，簡単な使用法およびエッチング条件を示す説明書 合と同様，検出器を流水の下に置くことによって棚酸

を添付しているが，それ以上の特性はあきらかにして リチウム層を容易に洗い流すことができる。

いない。 そ乙で， 乙れら検出器のバルクエッチング LR-Bと CA-Bの捌酸リチウム層の干密度は 0.8
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g. cmて その厚きは層内で発生する α粒子等重荷電

粒子線の飛程に対して十分厚いと考えられる。

原子炉による中性子照射に際し，速中性子一反跳

反応に基づく飛跡生成の寄与を見積るために， 同じ

Kodak. Pathe 社製の醐酸リチウムを塗布していない

2種類の検出器:LR 115， type II stripping (以下，

rLR-IIむという。)および CA80-15 (以下， rC 

AJという。) を使用した。 LR-IISおよび CAの

構造， α線検出効率その他の特性は前報 4)I乙記載した

とおりである。

2. 中性子照射

中性子照射場として京都大学原子炉 (KUR)重水

熱中性子設備および近畿大学原子炉 (UTR-KINKI)

中央ストリンガーを利用した。

KURの場合，重水熱中性子設備の中に簡単な照射

用架台を組み，そこに検出器または金箔を釣り下げ，

または設備上方i乙設けられた照射試料挿入孔から検出

器を釣り下げて照射を行った。検出器照射時の運転出

力は 500W""，5kW，照射時間は30秒""'20分，金箔照射

時の運転出力は 5000kW，照射時間は40分である。照

射後，金箔の放射能をウェル型シンチレーションカウ

ンターで測定し，照射時の運転出力，照射時聞から換

算して検出器の照射中性子フルエンスを求めた。照射

熱中性子フルエンスは105
""，109cm-2 であった。

UTR-KINKIの場合， 中央ストリンガーの最低部

28cm K黒鉛を残してその上方を照射空間とし，そこ

に検出器または金箔を釣り下げて照射を行った。熱外

中性子の割合を評価するために，一部の検出器および

金箔をカドミウムケースに入れて照射した。検出器照

射時の運転出力はO.01""'0. lW，照射時間は 5""'20分，

金箔照射時の運転出力は 1W，照射時間は 1時間であ

る。照射後，金箔の放射能をシンチレーションカウン

ターで測定し，照射時の運転出力，照射時聞から換算

して検出器の照射中性子フルエンスを求めた。照射熱

中性子フルエンスは 107
""，109cm→であった。

3. エッチング

中性子照射後， LR-Bと CA-Bの醐酸リチウム層

を流水中で洗い流した。その後， CA-Bと CAはそ

のまま， LR-Bと LR-IISはフィ lレムをベースカ〉ら

剥離してプラスチック製のスライドマウントに挟み，

エッチング試料とした。エッチング溶液を 21ビーカ

ー中l乙2kg調製し， ビーカーをマグネチックスター

ラ付ウォーターパス内で湯煎した。エッチング条件は

10%NaOH， 60oC，スターラによる撹押なし，および

近畿大学原子力研究所年報

30%HaOH， 50oC，スターうによる捜枠あり，の2種

類で，エッチング時間は 8分から 3時間までである。

エッチング試料の端をコルネット鉛子で挟み，溶液

内で試料が円筒状になるように釣り下げ，試料の周囲

の溶液の温度が常に設定温度::l:O.50Cの範囲K入るよ

うにした。エッチング予定時間経過後，た?ごちに溶液

から試料を取り出し，水道水で数分間水洗し、常温・

常湿の空気中で自然乾燥させた。エッチングの前後l乙

試料の厚きをマイクロメーターで測定し，その差から

バルクエッチングを求めた。

検出器自体の欠陥等に基づくパックグラウンドエッ

チピット密度を求めるために，中性子照射を行ってい

ない各々の検出器からも，上記と全く同様の方法で試

料を作り，エッチンクゃ処理を行った。

4. エッチピットの観察および計数

エッチング後，光学顕微鏡を用いてすべての試料の

表面状態を観察し，エッチピットを計数してその表面

密度を求めた。中性子照射 LR-Bまたは CA-Bフ

ィルムのエッチピット密度から同一照射条件・時間お

よび、同一エッチング条件・時間の中性子照射 LR-IIS

または CAフィルムのエッチピット密度を差し引き，

(n，α) 反応に基づくエッチピット表面密度を求め

KURで105
""，107cm-2 の比較的低い熱中性子フ Jレエ

ンスで照射し，エッチングした LR-Bフィルムおよ

CA 80-15 Type B-0・ー10描NaOH，60・C

15 ~ CA 80-15 Type B一・ -30耳NaOH，50.C

LR 115， type 2B stripping-d. -10誕NaOH.60・c

LR 115. type 2B stripping-~・・ 30耳NaOH.50・c
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Fig. 2 Increase of bulk etching with etching 
tIme. 
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Table 1 Bulk etching rate for each etching condition (μm/hr.) 

Cellulose nitrate film 

LR 115， tyre 2B stripping 

CA 80-15 Type B 

LR 115， type 11 stripping 

CA 80-15 

Etching condition 

C

一

H

一
0

0

0
一

土

土

H
一

A

A

%一

5

30% NaOH， 500C 

1.3土 0.2

4.4土 0.2

1.3士 0.1

3.8土 0.2

2.2 :l:: 0.2 

5.0 :l:: 0.3 

び未照射で、エッチンクーした LR-Bフィ Jレムを使い，

エッチピットの放電計数を行った。放電計数装置の概

要は前報に記述したとおりであるが， 電極面積は約

5cm2，穿孔電圧は600V，計数電圧は500Vである。照

射フィルムの放電計数値から同一エッチング条件・時

間の未照射フィ Jレムの放電計数値を差し引いたものを

電極面積で除して，照射による放電密度を求めた。

111. 実験結果および考察

1. バルクエッチング率

2種類の耐酸リチウム塗布硝酸セルロースフィルム

の各エッチング条件におけるエッチング時間とバルク

エッチングの関係を Fig.2I乙示す。各フィ Jレム，各

条件共、バルクエッチングはエッチング時間の増加に

従ってほぼ直線的に増加している。直線の勾配からパ

Jレクエッチング率を求め， Table 1にまとめた。

Table 1には， 前報記載の LR-IIS，CA について

の測定値をも掲げた。二つのエッチング条件のどちら

に突すしでも， LR-BとLR-IIS，CA-Bと CAのバ

ルクエッチング率は誤差の範囲でほぼ一致している。

したがって， LR-Bと LR-IIS，CA-Bと CAの硝

酸セルロースフィ ルムは， それぞれ同じ組成から成

り，同じ化学的性質を持つものと考えられる。

2. エッチピットの成長過程

中性子照射 LR-B フィルムを 10%NaOH，600C 

の条件で、エッチングするとき，その表面l乙現れてくる

エッチピットの成長過程を示す連続写真を Photo1 

i乙示す。エッチンク*時間30分で、はエッチピットが全般

に小さく，フィノレムを貫通していないので，エッチピ

ット像は濃赤色の背景の中の大小の黒点として観察さ

れる。この時点でも，成長すべきエッチピットはほと

んど出そろい，その像はかなり明瞭なので，計数が可

能である。 30分から45分の聞に大部分のエッチピット

はフィルムを貫通するようになる。エッチピットは濃

赤色の背景の中の大小の輝点として観察されるように

なり，一段と計数しやすくなる。その後， 90分まで，

エッチピット(輝点)はしTごいに大きく成長してゆ

く。?こにし，乙の問，エッチピット密度はほとんど変

化がない。しかしながら， 60分を超えると，フィ lレム

表面の荒れが著しくなることがある。 90分を超えると

フィルムが薄くなり，背景の赤色があせ，一部のエッ

チピットがコントラストを失うようになるので数え落

としを生ずるようになる。したがって，このエッチン

グ条件における目視計数に対する最適エッチング時間

は45----60分と考えられる。

LR-Bフィ lレムの 30%NaOH，500Cの条件におけ

るエッチピット成長過程も 10%NaOH，600Cの条件

におけるとほぼ同様であるが，同じ段階に到達するの

に約2倍の時聞がかかる。したがって，乙のエッチン

グ条件における目視計数民対する最適エッチング時間

は90----120分と考えられる。

中性子照射 CA-Bフィルムを 10%NaOH， 600C 

または 30%NaOH，500Cでエッチングするとき，そ

のエッチピットの成長過程を示す連続写真を Photo2 

および Photo3 I乙示す。 10%NaOH，600Cの場合，

15分で、エッチピットはほとんど出そろい，淡赤色の背

景の中の黒点として観察される。 30分になるとその大

部分が気泡状となり，計数しやすくなる o 60分頃まで

はその密度がほとんど変化しないが，その時点を超え

ててしばらくするとコントラストを失うエッチピット

が増え始める。したがって，このエッチング条件にお

ける最適エッチング時間は30'""'60分と考えられる。そ

れに対して， 30%NaOH， 500C の場合，エッチピッ

ト像は終始淡赤色の背景の中の大小の黒人主として観察

される。 15分てeエッチピットはほとんど出そろい， 30 

分まではその需度にほとんど変化はない。 30分を超え

るとエッチピットはし?ごいl乙コントラストを失うよう

になり，60分ではかなりの数え落としを生ずる。したが
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Photo. 1 Growth of etch-

pi ts on LR 115， type 2B 

stripping film. Etching con-

ditions: 10% NaOH， 60oC. 
Etching time: (1) 30 min. 

(2) 45min. (3) 60min. (4) 

90min. 
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Photo. 2 Growth of etch-

pits on CA 80-15 Type B 

film. Etching conditions 

10% NaOH， 60oC. Etching 
time: (1) 15min. (2) 30min. 

(3) 60min. (4) 120min. 
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30% NaOH， 50oC. Etching 
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Table 2 Optimum etching time for visual counting (min.). 

[山cond山
1 0% NaOH， 600 C 3却0%N尚附q匂ωa必OH孔， 500C

4必5 一 6印o 9卯0 一ロ

lω 一 6ωo 1日5 一 3却0 

Cellulose nitrate film 

LR 115， type 2B stripping 

CA 80-15 Type B 

って，このエッチング条件における最適エッチング時 量は 5x 106
"，5 X 108cm-2 および 5x 10-5

"，5 X 10-3 

問は15"'30分と考えられる。 Sv(5"，500mrem)となる。

2種類の検出器フィルムの目視計数に対する最適エ 目視計数で対象とする上記エッチピット表面密度の

ッチング時聞を Table2にまとめた。 範囲に対して，検出器が持っている欠陥等に基づくパ

ックグラウンドエッチピットの密度は無視しうる大き

3. 目視計数による中性子感度 きであった。また，同一照射条件，エッチング条件・

熱中性子フルエンスと目視計数の結果得られた 時間の LR-Bおよび LR-IISフィ Jレム， CA-Bお

(n，α)反応に基づくエッチピット表面密度の関係 よぴ CA フィルム上のエッチピット密度を比較する

を Fig.3 I乙示す。エッチング条件は 30%NaOH， と， KURの場合，後者は前者に対しほぼ無視しうる

大きさであったが， UTR-KINKIの場合，後者は前

者に対し数%の値を示した。

天然の存在比の醐素を 1%溶解させて調製した硝酸

セJレロースフィルムの最適エッチング条件・時聞にお

ける目視計数に対する熱中性子感度は 7.6x10-4であ

っ?こへ まに，天然の存在比の棚素を 0.375%溶解さ

せて調製した CR-39板の最適エッチング条件・時聞

における目視計数に対する熱中性子感度は 4.2XlO-4

であっため。 LR-Bおよび CA-B検出器は，これら

の検出器より高い感度を持っている乙とになる。しか

しながら，棚素溶解 CR-39板の場合，エッチピット

が非常に明瞭で大きしパックグラウンドも少ないこ

とから，十分な精度で目視計数可能なエッチピット表

面密度の範囲は 103
"，106cm-2 となる。したがって，

それに対応する熱中性子フルエンスおよび線量当量は

2.4 x 106
"，2.4 X 109cm-2および 2.5x1O-5

"，2.5x 10-2 

Sv (2.5mrem"，2.5rem)となり， 測定可能線量範囲

は LR-B，CA-B両検出器のそれより上下両方向共

(
N
1
5
υ
)
 

メ/

//<> 
LR 115. type 2B /.グ'

〉、.... 
~ 105 

0 
"0 

・a・同

c. 
..c:: 
υ .... 
同

107 10& 
Thermal neutron fluence (cm・2)

Fig. 3 Relationship between thermal neutron 
fluence and etch-pit density. 

500C，エッチング時間は LR-Bと LR-IISフィルム

の場合90分 .CA-Bと CAフィルムの場合15分であ

る。 エッチピット表面密度 P(cm-2
) は，熱中性子

フルエンス (f) (cm-2
) I乙比例している。

P=K(f) (1) 

感度 Kは， LR-B検出器K対して (2.1土0.2)x 10て

CA-B検出器に対して(1.9土0.1)X 10-3 と計算され

る。

目視計数により，十分な精度で測定することのでき

るエッチピット表面密度の範囲は 104
"，106cm-2 であ

る。これに対応する熱中性子フルエンスおよび線量当

l乙広いことになる。

4. 熱処理によるパックグラウンド放電計数の

低減化

一般に，入射粒子数に対する放電計数の効率を高め

るためには，エッチング後の検出器フィルムの厚さを

薄くすることが望ましい。 lOB(n，α) 7Li反応と 6Li

(n，α) 3H反応によって発生し， 醐酸リチウム層内

でエネルギー吸収を受けて比較的低エネルギ一成分が

多くなったα粒子などが 2π 方向から無秩序l乙入射し

て飛跡を生成している LR-Bフィノレムの場合は， 放

- 84-



Vol. 21 (1984) 

電計数時のフィルムの薄さに対する必要性はさらに高

いものと考えられる。しかしながら，フィルムが薄く

なると，一般に，機械的強度が弱くなるばかりでなく

パックグラウンド放電計数密度が増加するという問題

が生じる。未照射の LR-B フィルムを30%NaOH，

500Cの条件で 9"，6μmの厚きになるまでエッチング

したのち放電計数を行うとき，パックグラウンド放電

密度は Fig.4I乙示されるように厚きの減少と共に増

60 

¥ ¥ 

5 6 7 8 9 10 
Residual thickness of film (μm) 

Fig. 4 Density of background spark counts as 

a function of residual thickness of film. 

加する。十分な感度を得るのに必要と考えられる6μm

の厚さで・は，その密度は平均 500cm-2 にも達し， そ

の数はフィルム毎にかなり大きく変動する。乙のよう

なパックグラウンド放電密度の条件の下では，最低検

出放電密度は 500cm-2 以上と見積られる。

一般に，放電計数感度は目視計数感度l乙比べて低く

8分の 1になる例5)がある。その理由は，放電が起こ

るためにはエッチピットがフィルムをほぼ貫通してい

ることが必要であるが，無秩序な方向からの入射重荷

電粒子の検出の場合， 貫通しているものはエッチピ

ット全体の一部にしかすぎないことによる。 仮に，

LR-Bの熱中性子に対する放電計数感度 Ksをその

目視計数感度 K(=2.1x 10-つ の10分の lとし，最

低検出放電密度 S。を 500cm-2 として最低検出熱中

性子フルエンス夙を計算すると次式のようになる。

IDu=So/ Ks=500/2.1 X 10-4 

=2.4 X 106cm-2 (2) 

近畿大学原子力研究所年報

これは，線量当量にして 2.5X 10-5 Sv (2.5mrem) 

となる。目視計数の検出下限が 5X 10-5 Sv (5mrem) 

?ごったので，放電計数はその検出下限をわずか2分の

1に百|き下げる効果しかもたらさないことになる。

低密度のエッチピットを大面積にわたって短時聞

に，自動的に計数し，低線量被曝の評価を行うことが

できる，という放電計数法の特徴を LR-Bフィルム

の適用にあたっても十分生かすためには， LR-Bフィ

ノレムのパックグラウンドの低減が必要である。

硝酸セルロースフィルム中のパックグラウンドの低

減化に，真空処理と熱処理が有効であることが確認さ

れている 7)。本研究では熱処理を採用する乙とにし

た。 LR-B検出器を 800C，5時間または1000C，5 

時間の条件で処理した。 30%NaOH，500C の条件で

フィルムを 10"，6μmの厚きになるまでエッチングし

たのち放電計数を行った。結果を Fig.4 1(.示す。熱

処理によるパックグラウンド放電密度の大幅な減少が

認められる。特に， 1000C， 5時間の場合，厚き 6μm

附近では 500cm-2 から約 35cm-2 へと，10分の l以

下の減少が認められる。そのほか， 1000 C， 25時間;

1200 C， 5時間等の熱処理を試みたが，フィルムが剥

離しにくくなる，変色するなど，フィルムの基本的特

性に変動を与えるおそれのある変化を生じたためこれ

らの熱処理条件は採用しなかった。

5. 放置計数による中性子感度

1000Cで5時閣の熱処理を行ったLR-B検出器を中

性子照射したのち，そのフィルムを 30%N aOH， 500C 

Detector : L 
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。
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/ 。
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Fig. 5 Relationship between thermal neutron 

fluence and spark density. 
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鶴田:耐酸リチウム墜布硝竣セルロースフィ lレムによる中性子線量測定

"" 5 x106および 5x 10-6
"，，5 x 10-sSv (0. 5"，，5mrem) 

となる。熱処理と放電計数の技術の採用により LR-B 中性子照射にあたってお世話になりました，京都大

検出器の適用範囲を下方K1桁拡大することができた 学原子炉実験所原子炉部，放射線管理部の方々，近畿

乙とになる。 大学原子力研究所管理室の方々に感謝致します。実験

LR-Bフィルムを使い， 260/0NaOH， 50
0

Cの条件 を進めるにあたりと協力頂きました近畿大学理工学部

で'140分エッチングしに場合の放電感度 Ksは2.7X 竹内尚昭氏に感謝致します。

10-7で，2 x 108
"，，-，4 X 109cm-2の範囲で熱中性子フルエ

ンスの測定が可能であるとの報告がなされている的。

測定対象熱中性子フ Jレエンスが比較的高い場合にはこ

のようなエッチング条件が有効になるであろう。

天然の存在比のlP~j素を 1 0/0溶解させて調製した硝酸

セルロースフィルムの最適エッチング条件・時間およ

び最適計数条件における放電計数l乙対する熱中性子感

度は1.0X 10-4であったり。 このフィルムを使って，

十分な精度で測定することのできる放電密度は 30"，，-，

3000cm-2 で， これに対応する熱中性子フルエンスお

よび線量当量は 3xlOS
""-' 3 x107cm-2および 3x10-6 

"，，-，3 X 10-4 Sv (0. 3"，，-，30mrem)と見積られる。すなわ

ち，測定可能線量範囲は LR-Bの放電計数による測定

可能線量範問より上下両方共に幾分広いことになる。

の条件で'180分エッチングし，その厚さを 14μmから

約 6μmまで減少させ，放電計数を行った。また， [ii] 

じ熱処理検出器包未照射フィルムを同じ条件で，同じ

時間エッチングしたのち，放電計数を行った。その結

果得られた照射による放電密度 S(cm-2
) と熱中性

子フルエンス eの関係を Fig.5I乙示す。両者の間

には比例関係が成り立つ。

S=Ks0 W 
図から， 放電!菩度 Ksは(1.9i::0.1) X 10-4と計算き

れる。

熱処理の結果，パックグラウンド放電密度が大幅に

低減化されたとはいえ，なお平均 35cm-2程度あり，

しかもその数値はフィルム毎に上下に変動するため最

低検出放電密度はほぼ 100cm-2 と見積られる。一

方，放電密度が大きくなりすぎると，放電計数l乙使用

するア Jレミニウム蒸着膜上の放電蒸発孔が重なり合

い，数え落としを生ずるようになる。乙のため，最高

検出放電密度は 1000cm-2 と見積られる。

以上の考察から，十分な精度で測定することのでき

る放電密度は 102
"，，-，103cm-2 と考えられる。乙れに対

応する熱中性子フルエンスおよび線量当量は 5x10s 

IV. 結 品=ロ

2種類の棚酸リチウム塗布硝酸セノレロースフィルム

検出器:LR 115， type 2B stripping (LR-B)およ

び CA80-15Type B (CA-B)のエッチング特性お

よび熱中性子感度を調べ，次の結論を得?こ。

(1) LR-Bフィルムの目視計数に対する最適エッチ

ング時間は， 100/0NaOH， 600Cの場合には45""-'60

分， 300/0NaOH，50oCの場合には90""-'120分である。

(2) CA-Bフィルムの目視計数民対する最適エッチ

ング時間は， 100/0NaOH， 600Cの場合には30""-'60

分， 300/0NaOH，50oCの場合には15""30分である。

(3) .C:記，最適エッチング時間において，目視計数に

対する熱中性子感度は， LR-B検出器に対して2.1

X 10-3， CA-B検出器K対して1.9XlO-3である。

(4) 目視計数により測定可能な熱中性子線量の範囲は

5x 10-s"，，-，5x 10-3 Sv (5"，，-，500mrem)である。

(5) 100oC， 5hr の熱処理が LR-B フィルムのパッ

クグラウンド放電密度の低減に有効である。

(6) 300/0NaOH， 500C で180分エッチングしたLR-B

検出器の放電計数感度は1.9x10-4である。

(7) 放電計数により測定可能な熱中性子線量の範聞は

5ちく 10-6
"，，5x10-5 Sv (0.5"，，-，5mrem)である。

i射 百事
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